
伊勢崎の都市づくりを辿る
～伊勢崎藩の町割りから

現在までの都市形成史～
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(図1-１) 寛政１０年伊勢崎町古図
（伊勢崎市図書館所蔵）

(図1-3) 永久橋
(『三光町の歴史』より）

寛政１０（1798）年『伊勢崎風土記』
（伊勢崎市HPより）

伊勢崎藩の町割り

天和元（1681）年
伊勢崎領に那波領が加わり
伊勢崎藩は２万石となる。

宝永以前、・・・
西街今の金蔵院以南の両側共
白田なり。

（『伊勢崎風土記』）
※宝永・1704-1711年

広瀬川と永久橋

寛文年間（1661-1671年）
永久橋付近に舟運が確立する

宝暦２（1752）年
大火の教訓より土橋へ

明和４（1767）年
木橋に改められ官費で修繕へ

絵図に見る町割りは
１７００年中頃に形成された！



（図1-2） 伊勢崎城下の都市構造
（明和８（1771）年）

「都市寺院の宗教民族的考察」図１に加筆
明和８（1771）年伊勢崎町絵図

伊勢崎藩２万石
城下町の都市構造は
１5０年近くの期間
変わらなかった



両毛線開通（M22）

国道３等 東京道（M6～T8）

（前橋～熊谷L＝26.2ｋｍ）

（図1-4） 「群馬県上野国佐位郡伊勢崎町」地形図（M18）
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両毛線開通（M22）

国道３等 東京道（M6～T8）

（前橋～熊谷L＝26.2ｋｍ）

（図1-4） 「群馬県上野国佐位郡伊勢崎町」地形図（M18）
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伊勢崎小幅織物生産高の推移（数量（反））

（『伊勢崎織物史』付表より作成）

明治時代 大正時代 昭和時代

伊勢崎町と周辺村の人口推移

伊勢崎市
（伊勢崎町、殖蓮村、

茂呂村）

伊勢崎市
（伊勢崎市、三郷村、
宮郷村、名和村、
豊受村）

両
毛
線
開
通

東
武
線
開
通



（図1-5） 石川泰三翁石像
（伊勢崎市役所敷地内）

石川泰三（いしかわ たいぞう）

～嘉永6（1853）年－昭和18（1943）年～

18歳 郷学・責善堂肝煎
赤石学校教員
回天義塾開く

M14 佐位那波両郡学事委員
M16～T2 郡書記から県属、

郡長（佐波、吾妻、勢多郡など）
T4～S7伊勢崎町長（61歳～79歳、18年間）

・方面委員制度（T12）

・町役場の新築移転（T15）

・大伊勢崎計画（T15）

・公認陸上競技ほか
総合運動場の設置

・耕地整理事業（T12-S14）

六間道路（T13）

幹線用水路整備ほか

S18 91歳で没す庁舎建設女学校建設



（図1-11） 「大伊勢崎計画図」 伊勢崎中心部
（伊勢崎市図書館蔵）

（図1-9） 伊勢崎耕地整理完成記念碑
（華蔵寺公園）

『伊勢崎耕地整理事業』
（T12-S14）

六間道路の完成（T13）
役場の新築移転（T15）

『大伊勢崎計画』
（T15、役場新築落成時発表）

伊勢崎町役場
新築移転（T15.11月）







（図1-11） 「大伊勢崎計画図」
（伊勢崎市図書館蔵） （図1-１2） 「大伊勢崎計画」と伊勢崎都市計画区域

（一部筆者加筆）

伊勢崎耕地整理完成により
市制（S15）へ移行

⇓
大伊勢崎計画図は

都市づくりのマスタープラン



（図1-10） 現在の六間道路

（図1-8） 伊勢崎町役場（S16年絵はがき）

（図1-6） 伊勢崎耕地整理都市づくり概念図



伊勢崎耕地整理従前図

伊勢崎耕地整理整理後図

大正１２年頃

昭和１５年頃



銘仙黄金期（T13-S11）

S15伊勢崎
市制移行

耕地整理事業（T12-S14）
石川泰三

町長就任（T4-S7）
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明治時代 大正時代 昭和時代
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茂呂村）

伊勢崎市
（伊勢崎市、三郷村、
宮郷村、名和村、
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「街路網一般図」(S18年決定）国立文書館資料



（図1-16） 「戦災概況図」（S20年12月） 国立文書館資料

（図1-15）「街路網一般図」(S18年決定）国立文書館資料

S15（1940）年 伊勢崎町・茂呂村・殖蓮村が合併し、
「伊勢崎市」となる

S18（1943）年 都市計画街路の決定
（同年、石川泰三 没）

S20（1945）年 伊勢崎空襲

S22（1947）年 カスリン台風被災

S23（1948）年？ 戦災復興都市計画の中止



（図1-17）｢伊勢崎市都市計画図」（S20年9月）
（伊勢崎市図書館所蔵）

伊勢崎空襲
S20.8.14～15

伊勢崎都市計画図
S20.9.24



（図1-18）「戦災復興都市計画街路
標準断面図」より

20m

18m

15m

30m

30m

30m

30m

25m

18m

戦災復興都市計画は挫折した
（全国戦災115都市のうち３都市のみ））





（図1-20） 広瀬川の清流（S16年絵はがき）

（図1-21）水難供養碑（若葉町）

カスリン台風による被災と復旧

昭和22年9月15日被災
13日以降392.7ｍｍの降水量により

粕川・広瀬川が氾濫
死者40人、重軽傷者875人

家屋流出・全壊311戸、床上浸水5,230戸
市街地では最大1.4ｍ、平均70ｃｍの溢水



伊勢崎の都市づくりを辿る
～伊勢崎藩の町割りから

現在までの都市形成史～


